第１学年　生活科（防災学習）学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成２４年１２月５日（水）　第５校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  児童数　１年１組　男子７名　女子９名　計１６名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 指導者　１年１組担任　　間瀬　多恵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　学習室２担任　　竹田わか乃
１．単元名　　　『だいすき・すさき』

～地震から身を守ろう～
２．単元について
子どもたちの生活する地域・家庭は子どもたちにとって生活の場であるとともに、人とのかかわりを学ぶ場でもある。本単元では、自分たちの学校や市が、大好きだという意識を持たせ、「学校や通学路の危険な場所や安全を守るものを知り、自分は多くの人々から守られていることを知り、安全な過ごし方について自分なりに考えながら、安心して生活することができる」ことを学ばせることを最終的なねらいとしている。私たちが住んでいる高知県土佐湾沖でも、近い将来、南海地震が発生するであろうと予測されている。本校は、昭和の南海地震の時も、津波で大きな被害を受けている須崎市の中心部にある。海岸からも約４００メートルのところにあり、地震のあとは、約２０メートルの津波が来ると予測されている。そこで、生活科の時間を中心にして、学校や地域探検をし、地域や人を知り、危険な場所・避難場所・避難経路を確認しながら、どのようにしたら危険から自分の命を守ることができるかを考えさせていきたい。
本学級の児童は、授業中や休み時間に地震が発生した時の避難訓練は何度か経験してきた。また、起震車にも乗せてもらい、震度５の体験も行った。もうすぐ南海地震が起こるかもしれないことは知っており、真剣に訓練に取り組むことができている。しかし、揺れている時どんなことが起こるのか、また、揺れがおさまった後、状況を見てからどうしたらいいのかなど、未学習のことがまだまだたくさんある。
そこで本単元の学習を通して、地震・津波についての正しい知識を身につけ、危機意識を高めていき、いつどこで起こるかわからない地震・津波から「自分のいのちは自分で守る」ことができるための力を身につけさせたい。また、学習の際には、地震や津波への恐怖心を過剰に感じさせないような配慮もしていきたい。
本時は、これまでに学習した「マイマップ」づくりや、地震や津波に関する基礎知識をもとに、学校の教室以外の場所で、地震が発生した時にはどのような危険が予測されるか、その時、怪我を少なくし自分の身を守るにはどのような対処をしたら良いのかをみんなで考え、いざという時に適切な行動がとれるようにさせていきたい。
３．単元目標　　学校や地域を知り、避難場所・避難方法を知る。（推進の視点A）
学校や家にいるとき、また登下校中に、地震・津波から命を守る方法を知る。
（推進の視点A）
地震や津波に対しての正しい知識を身につけ、防災意識を高める。（推進の視点C）
４．評価規準　
	生活への関心・意欲・態度
	活動や体験についての
思考・表現
	身近な環境や自分についての
気付き

	自分たちの地域に関心を持ち、地震が起きた時に起こる出来事について考えようとしている。
	安全な避難場所や避難方法を自分なりに考え、考えたことを話し合いやマップ作りで表現している。
	私たちの生活の安全は、地域の人々や様々な場所とかかわりがあることに気付いている。


５．指導計画　（全１７時間　　本時１２/１７）
	
	時間
	学習活動
	学習内容
	評価（方法）

	一次
	５
時

間
	・学校探検・校区探検をし、学校や地域を知る。
	・学校や地域を歩きながら、目印になる物や、避難場所を確認する。
	・学校や地域を探検し、すてきな所や危険な場所を考えることができたか。
【関心・意欲・態度】

（行動観察・発表）

	二次
	３

時

間
	・「マイマップ」（個人マップ）を作成し安全な避難場所を知る。
	・通学路を確認し、自分の避難場所を知る。
	・校外で地震が起きたときに、どこに避難すればよいかを知ることができたか。
【気付き】

（ワークシート）

	三次
	２

時

間
	・地震、津波の基礎知識を身につける。
	・地震や津波は、どうして起きるのかを知る。

・揺れの大きさによってどのようなことが起こるのかを知る。
	・地震や津波について興味を持って学習することができたか。
【関・意・態】

（行動観察・発表）

	四次
	４

時

間
本時

2/4
	・地震、津波から身を守るために必要なことを知り、大切なことを考える。
	・学校にいる時に、地震が起こったらどのような行動をとったらいいのかを考える。（２時間）
	・地震が起きたとき、身を守るためにどのように行動したらよいかを考えることができたか。

【思・表】

（ワークシート・発表）

	
	
	
	・登下校中に、地震が起こったらどのようなどのような行動をとったらいいのかを考える。

（１時間）
	

	
	
	
	・家にいる時に地震が起こったらどのような行動をとったらいいのかを考える。（１時間）
	

	五次
	３

時

間
	・「マイマップ」や「すさきマップ」にまとめる。
	・危険箇所、安全な避難場所や避難経路をもとにまとめる。
	・協力して、「マイマップ」や「すさきマップ」に危険箇所や避難場所をまとめることができたか。

【思・表】

（行動観察）


６．本時の指導

　（１）目標　　　学校の教室以外で、地震が発生した時の対処の方法を話し合い、地震や津波から自分の命を守る方法を知る。

　（２）準備物　　地震の震度の資料、掲示用写真、ワークシート
（３）展開

	学習活動
	指導上の留意点
	評価（方法）

	１、地震が起こったら教室は、どうなるかを振り返る。


２、学校の中で、教室以外の場所で地震が起こったらどうなるか考える。

　

　・体育館

・図書室

　　・中庭

　　

３、自分の身を守るためにはどうしたらよいか考える。

４、発表する。

５、本時のまとめをする。


	○地震が起こったら教室はどうなるか想起させる。

○自分たちがよく活動する場所で、どういうことが起こるか考えさせる。

体育館

・ガラスが割れる。

・電気が落ちてくる。

図書室

・本棚が倒れる。

・本がばらばらになる。

中庭

・校舎の窓ガラスがとんでくる。

・遊具がこわれる。

○安全に避難するにはどうしたらよいか考えさせる。

・体育館・図書室・中庭での避難方法について個人で考えた後、ワークシートにまとめ、ペアで話し合わせる。

・ガラスが飛び散らない所でしゃがむ。
・物が倒れてこない所に移る。

・電気の下に行かない。
○地震が起きた時は、何よりも自分の命を守ることが大切であることを押さえさせる。
	・地震が起きた時、身を守るためにどのように行動したらよいかを考えることができたか。
【思・表】

（ワークシート・発表）






















じぶんのみをまもるには、どうしたらよいかをかんがえよう。














